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問９ 「社会生活上の経験が乏しいこと」という文言は何を指すのです

か。中高年の被害者も救済されますか。 

（答） 

１．社会生活上の経験とは、社会生活上の出来事を、実際に見たり、聞い

たり、行ったりすることで積み重ねられる経験全般をいいます。 

 

２．また、社会生活上の経験が乏しいとは、社会生活上の経験の積み重ね

が消費者契約を締結するか否かの判断を適切に行うために必要な程度

に至っていないことを意味します。 

 

３．社会生活上の経験が乏しいか否かは、年齢によって定まるものではな

く、中高年のように消費者が若年者でない場合であっても、社会生活上

の経験の積み重ねにおいてこれと同様に評価すべき者は、本要件に該

当し得るものです（注１）（注２）。 

（注１）社会生活上の経験の積み重ねにおいて若年者と同様に評価すべき者か否かは、当該消

費者の就労経験や他者との交友関係等の事情を総合的に考慮して判断するものと考えられ

ます。 

（注２）社会生活上の経験が乏しいことから、過大な不安を抱いていること等の要件の解釈に

ついては、契約の目的となるもの、勧誘の態様などの事情を総合的に考慮し、例えば、勧

誘の態様が悪質なものである場合には、消費者による取消権が認められやすくなります。 

 

４．なお、消費者契約法は民事ルールであり、最終的には裁判所が個別具

体的な事例において要件該当性を判断するものです。 

 

  


